
















Transaction Costs and Capabilities as Determinants of the R&D Boundaries of the Firm
A Case Study of the Ten Largest Pharmaceutical Firms in Japan
（研究開発における「企業の境界」の決定要因としての取引費用と能力-日本の製薬企業10
社についてのケーススタディ）
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また、VINNOVAは、分野と地域を重畳させたイノベーション・システムを志向 しており、一例として ウプサラ大学にバイオ を、またブレ
キンゲ大学に情報通信技術を集中させている。






































○ イノベーションについて、NWOは、 NWOの研究に企業を参加させる、 官民共同出資による共同プロジェクトを行う、 成果
を踏まえて商業化する、という３段階方式を採用している。その1つに日本と共同開発中のバイオマス触媒がある。
○ オランダ応用科学研究機構(NTO)）の 戦略・技術・政策研究所(STB)は、職員60人で 社会・経済的視点からの研究とイノベーショ
ンの研究をしている。
○ ESTOに関しては、 新しい4ケ年計画がスタート したとの情報を入手した。これまで、対象が広範で、政策志向であったのを見直
し、今後は対象領域を狭めて技術予測志向で進む 見込み。また、技術のみでなく科学も含む 9〜10の領域を対象とするダイナミッ
ク・ロードマップを作る計画。









































































































・10/11 Mr. Jukka Salminiitty : 在京フィンランド大使館参事官
・10/31 Mr. Hugh Richardson : 欧州委共同研究センター(JRC)副総局長
Dr. Maurice Boureneeu : EU駐日代表部首席参事官
○ 講演会・コンファレンス
・11/1 「失敗学の構築」
畑村 洋太郎：工学院大学国際基礎工学科教授
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